







































































































A 魯齊亜之圖 一 66．4×75．6cm
?
日本型 天竺 （海）















ロシア 蝦夷2島 日本 満州 女直 朝鮮 縫旦 （中国） （インド） （インドの西）
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白地 一 白地 灰の縁どり 灰の縁どり
　なおCにもっとも近似するDは大きさが79．5×84cm。　Cに近い。色分
けは，ロシアが薄朱，蝦夷2島（その形は日本型）が黄，日本が緑，満州・
女直が桃，中国と朝鮮が白地，インド（天竺）が薄墨色，インドの西（西
天竺）は灰色であり，Cによく似ている。　Dの更なる点については，未調
査ゆえ，他日に期したい。
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　次に主たる土地に付された注文を，手許のメモによって引用しておきた
い。短時間ゆえ全地のすべてにわたって読み取ることは困難であった。番
号を付して引用するが，＊以下の注記中に，選考する拙論の比較対照表の
通し番号を示し，便宜をはかった。
　1．〈カムサスカ〉の下に：
　　　　　此所ヨリウルフ嶋工年々ラツコ捕ノ」猟船出ス其外近嶋
　　　　　エノ通舩アリ」往古赤蝦夷ト唱ス所ナリ　＊114，115．
　2．〈ヲボツカ〉の下に：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ　　　　　　此所ヨリウルフ其外」所々工猟舩出ス是ヨリ」イヨエツ
　　　　　カエ陸地諸荷物」馬ニテ運送　＊125．
　3．〈イヨコツカ〉の脇に：
　　　　　此所ニテ川幅八ウヱルスタ此里数（日本之二里）余」「ヲボ
　　　　　ツカ」「カムサスカ」ノ諸荷物此所ニテ」舩に積「カチヨ
　　　　　カ」迄川路ヲ登ルナリ　＊132．
　4．〈川ノ名レナ〉の下に：
　　　　　イヨコツカヨリ川下落ロマテ三千ウヱルスタ　＊132，133．
　5．〈イリハノヰ〉の先に：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママ　　　　　　ヲ＼シレンスカ此所川落ロナリ」川幅七拾ウヱルク」此
　　　　　里数（日本之）十九里余＊129．
　6．〈イリコツチ〉の脇，〈莫斯寄亜〉への朱線に：
　　　　　此所ヨリカムサスカ」ヲボツカ」其外都而」東北ノ守護
　　　　　勤番ヲ出ス　＊155．
　　　　　　くマ7）　7．〈セハフク〉から〈ニレセンスカ〉の朱線に：
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　　　此所魯齊亜ト大清ト両國會ス所アリテ」常二交易ヲ通ス
　　　　＊163，　164．
　　モ　ス　ク　ワ8．〈莫斯寄亜〉に：
魯齊亜ノ本國ニテ」國王冬ノ居城少シ」暖國ナリ
9．〈ベテルボル〉に：
國王夏ノ居所寒國ナリ」海濱諸國ノ交易ナリベテルボル
　引用の例が少数であり，小異は存するもののきわめてA・Bに近い。
　一方，うすく緑に塗られた日本は，二重枠の内にく日本〉を記し，他に
〈南部・津軽・秋田・京〉を一重枠で，枠なしで，〈四国・九州〉と計7
箇所を記すのみである。この点はA・Bとは異なる。（この点，当然だが
Dと近似し，さらにEに近い。）
4　おわりに
　さて筆者は，これらの原図が光太夫将来図に遡り，かつ朱線等がロシア
を実地に見た光太夫による説明文であるという，従来の説に対して異をと
なえた。そうではなくして，ロシア製里程図の写しに，日本人が従来の東
アジア部分をくっっけて合成したものが，原図ではないかと推測した。こ
れが正しいか否かは，次の課題であるが，同様の方法で作成された例が存
するのである。この事に関しては別稿を用意したい［3］。ここでは，愛日
文庫図Cにつき印象で語ったものを，若干ではあるが，その裏づけとして
の事実を略述報告しておくにとどめる。
　いずれにせよ，これらの原図の問題は，函館図書館図Dおよび松平定信
旧蔵図Eを精査し，もう一度ロシア製里程図や「魯西亜國地圖jPとの比
較を行った上で，全体の系統関係を考えてみる必要があるであろう。
【謝辞］小稿をまとめるにあたり次の方々に御協力を得ました。記して謝
意を表します。元早稲田大学教授末中哲夫先生・愛日教育会丸山悦治氏・
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中尾松泉堂書店中尾堅一郎氏。なお写真は愛日教育会の許可を得て掲載し
ました。
注
（i］岩井憲幸く新収の長久保赤水述「魯齊亜之圖」について〉，藍田文庫
　編纂委員会「中間報告（3）」，明治大学人文科学研究所紀要第51冊，
　2002年3月．
【2］末中哲夫・埜上衛『愛日文庫目録』，大阪市立愛日小学校愛日教育会，
　昭和61年3月。なお愛日文庫そのもの，山片家とくに重芳や番銚，さ
　らに山片家と仙台藩との関係については，それぞれ専門書につかれよ。
　ここでは省略する。
13］明治大学人文科学研究所紀要に掲載の予定で，印刷中。
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